
令和5年度 アスパラガス栽培基準
                                                                                                                      壱岐市スマート農業推進協議会

月 旬
            １   年   目                ２  年  目

主 要 作 業     作   業   の   要   点 主 要 作 業     作   業 の   要   点

１

上
圃場準備

ハウス建設

基肥施用

ビニール被覆

二重カーテン

△ 定 植

    灌 水

△

ハウス換気始め

  灌 水

  灌 水

不良株植替え

支柱立て

黄色蛍光灯

点灯開始

農薬散布

（茎枯病、褐斑病

ｽﾘｯﾌﾟｽ予防）

  灌 水

下温対策

  誘 引

追 肥

茎の整理

  灌 水

整 枝

  農薬散布

（ﾖﾄｳﾑｼ類、

褐斑病予防）

黄色蛍光灯の

点灯終了

× 全刈り

バーナー焼却

冬肥施用

品 種：ウｴルカム（セル苗購入）

圃場準備   耕盤破砕と有機物・堆肥・石灰資材の投入を

十分に行う。

           ６０cm以上深耕し、有効作土層を確保する。

     （注）深耕に際して天地返しは行わない

     必要に応じて明渠、暗渠を設置する（暗渠はで

きるだけ畦毎に設置する）。

外張りビニールは、夏季の昇温抑制効果のある光散乱フ

ィルムを検討する。

○定 植

栽植密度(例)          （１０ａ当り）

施設規模 畦幅 株間 栽植本数

間口６．０ｍ １．５ｍ ２５ｃｍ ２，６６０本

・老化苗は生育が劣るので、定植適期の苗をやや深植えする。

・定植後は保温に努め、適宣灌水し活着を促す。

○整枝、誘引

長さ１.５ｍ程度の支柱を２ｍ間隔で畦の両側に平行に

立てる。

茎葉の倒伏防止のためネットまたはテープを利用し、

畦上３０ｃｍと１．１ｍの高さに張る。

○不良株の植え替え

・定植２ヶ月後に新たな茎葉が出にくい株は植え替えを

行う。

○灌水  畦の表面が乾かないようにする。

・目安として、春先は３～５t／５日、夏場は５～１０ｔ

／２～３日程度の灌水を行う。

○黄色蛍光灯点灯

・６月からヤガ類飛来防止のため黄色灯を点灯する。

  目安としては、暦の日の入り１時間前～日の出３０分後

とする。

・黄色灯が設置できない圃場では交信撹乱剤コンフュー

ザーVを100本／10ａ設置する。

○下温対策

・クレフノンか寒冷紗によりハウス内温度を下げる。

また、妻面を開放し、ハウス内換気を徹底する。

○追肥

・７月中旬にＬＰコート１００日タイプを２０ｋｇ／１０

ａ施用する。

○茎の整理

・茎葉が６０ｃｍ以上になったら、下段のネットを５０ｃｍの

高さに上げ、３ｍｍ以下の細茎を除去する。

○整枝、摘心

・基本的に摘心はしないが、茎葉展開後、先端部が天井

ビニールに当ったり、垂れるなどして通風性や作業性が

損なわれる箇所は、１２０～１５０ｃｍで摘心する。摘

心高はハウスの大きさ等により調整する。

・株元の直径が８ｍｍ以上の茎が１０本以上になったら

５ｍｍ以下の茎を除去する。

・９月以降萌芽する若茎は除去、整理する。

・二次分枝、三次分枝の発生によって込み具合が強けれ

ば、適宜除去して採光性を良くする。

○ヤガ類の飛来状況により黄色灯の点灯を終了する。

○茎葉の黄化促進

・ホスプラス1,000倍液を茎葉全体に散布する（１１月中

旬から７～１０日おきに２，３回）。

○全刈り

・茎葉が黄化した頃、地際部より刈取り、圃場全面畦表

面をバーナーにより焼却する。焼却後、トリフミン水

和剤1,000倍液を株元に（３㍑／m
2
）灌注する。

・バーナーは火力が強いほど有効であり、特に株元をじ

っくり焼却する。

・冬肥、堆肥を圃場全体に施用する。

・萌芽開始までに除草剤を土壌全面に処理する。

（センコル水和剤１５０ｇ／１０ａ、水１００ﾘｯﾄﾙ）

灌 水

冬肥施用

保温開始

●収穫開始

   温度管理

   灌 水

   温度管理

   礼肥施用

   立茎開始

   

   誘 引

   

整 枝

   黄色蛍光灯

   点灯開始

   追 肥

   灌 水

   下温対策

   農薬散布

   （ﾖﾄｳﾑｼ類、

褐斑病予防）

●収穫終了

ビニール

開放

黄色蛍光灯

点灯終了

農薬散布

（褐斑病）

  灌 水

× 全刈り

・保温開始前に十分灌水しておく。

・二重カーテン（または９尺トンネル）を必ず設置する。

  霜、低温による被害軽減にパオパオやパスライト等の資材被

覆は有効である。

・すきま風対策を実施し、保温を図る。

・保温開始は１月２０日頃とする。

・萌芽揃いまで換気しない。萌芽後は日中３０℃以上になれば

換気し、夜間は密閉する(３月以降は２５℃で換気)。

・収穫期間中は適宜灌水する(必ず晴天日の午前中に３～４

日おきに行い、畦表面の湿度を保つ)。

・萌芽茎が２７～２８ｃｍになれば地際部から収穫する。

・立茎時期の目安

  収穫開始から３０日経過した頃に検討し、立茎時期が遅れな

いように注意する。

○立茎の方法

(1)日量１５kg/１０ａを下回る頃を目安に立茎を開始し、細

めのＬ級（茎の太さ１１～１２mm）の太さで勢いの良いもの

１０本／ｍ程度立茎する。

(2)立茎はこぶし大（約10cm）より離れた場所のものを残す

(１芽１本)。

(3)アスパラリングを利用すると作業がしやすく、親茎の太さ

が揃いやすい。

○整枝、誘引

(1)倒伏防止を徹底する（２段誘引）。

(2)親茎先端の葉が展開し始めた頃に120～150 cmの高さで

摘芯する。摘心高はハウスの大きさ等により調整する。ま

た、50～70cm以下の下枝、ひこばえは除去する。

(3)上位節から発生する二次分枝、三次分枝は８月中旬まで、

下位節からの二次分枝は９月末まで全て除去する。

○黄色蛍光灯点灯

・６月よりヤガ類飛来防止のため黄色灯を点灯する。

目安としては、暦の日の入り１時間前～日の出３０分後と

する。

・黄色灯が設置できない圃場では交信撹乱剤コンフューザーV

を100本／10ａ設置する。

○追肥

・６月中旬より液肥（Ｎ成分で１～１．５ｋｇ／１０ａ・回）

を月２回施用する。併せて、発根促進剤を月１～２回施用す

る。また、７月にＬＰコート１００日タイプを３０ｋｇ／１

０ａ施用する。

○灌水

･適宜灌水して畦の表面が乾かないようにする。目安として

５t／５日、夏場は５t／２日程度の潅水を行う。

○下温対策

・夏場は、強い雨が降込む時を除いて雨除けを行う感覚で妻面

や谷部、サイドビニールを十分開放する（夜間も開放）。

・外張りビニール張替の際は、夏季の昇温抑制効果のある光

散乱フィルムを検討する。

◎夏芽どりの注意点

(1)収穫は萌芽茎が２７～２８ｃｍになった時、太さにかかわ

らず、地際より全部収穫する｡

(2)高温期で若茎の伸びが速いので、最盛期は早朝と夕方の

  ２回収穫する。

・収穫終了後はビニールを開放して冷気にさらす。

・収穫終了後も乾燥させないため、灌水はこまめに継続する｡

（収穫終了後の水管理の差が春芽の収量差に出てくる）。

・茎葉の黄化が遅い圃場は、ホスプラス1,000倍液を茎葉全体

に散布する（１１月中旬から７～１０日おきに２，３回）。

・茎葉が十分に黄化した頃、地際部より刈取り焼却する。刈

取り後、バーナー焼却を行う。焼却後、トリフミン水和剤

1,000倍液を株元に（３㍑／m
2
）灌注する。

・冬肥、堆肥を畦上に施用する。

・萌芽開始までに除草剤を土壌全面に処理する。

  （センコル水和剤１５０ｇ／１０ａ、水１００ﾘｯﾄﾙ）
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◎施肥基準  ＊必ず土壌分析結果に基づき施用する。

  1 年目 ｋｇ／１０ａ

肥 料 名 定植前 追肥 成分量   備  考

堆肥 20,000

粒状セルカ 120 N  :25.2 未熟堆肥は使用

しないアスパラエース 1 号 120 P2O5:25.6

ＢＭようりん 80 K2O :12

ＬＰコート 100 日 20 

２年目以降 ｋｇ／１０ａ

肥 料 名 冬肥 礼肥 追肥 成 分 量

堆肥 3,000   

粒状セルカ 80 80 80 N :43.4

アスパラエース 2 号 60 80 P2O5: 8.8

ＬＰコート 100 日

サスペンジョン 7 号

30

80

K2O : 8.2

＊冬肥は１月（保温開始前）、礼肥は立茎時(４月）、追肥は立茎完了後～

７月にそれぞれ施用する。

最終追肥は１０月中旬頃までとする。

冬肥は土壌分析結果により施用量を加減する。

＊灌水チューブ下や畦表面に硬い層ができた場合は、全刈り後に

軽く耕耘し、水分や肥料成分が吸収しやすい状態に改善する。

アスパラガスの病害虫防除基準

病害虫名 薬剤名
使用濃度・

量
使用期間 使用回数

茎枯病 ﾍﾞﾝﾚｰﾄ水和剤 2000 倍 収穫前日 ４回

ｷﾉﾝﾄﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 600～800 ３日 ５

ﾛﾌﾞﾗｰﾙ水和剤 2000 前日 ５

ｱﾌｪｯﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 前日 ４

斑点病 ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 1000 前日 ４

ｺｻｲﾄﾞ 3000 2000 － －

ｱﾐｽﾀｰ 20 ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 前日 ４

ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 前日 ３

ラリー水和剤 4000 前日 ２

褐斑病 ﾀﾞｺﾆｰﾙ 1000 1000 前日 ４

ｺｻｲﾄﾞ 3000 2000 － －

ﾍﾞﾙｸｰﾄ水和剤 1000 ７日 ５

ｱﾐｽﾀｰ 20 ﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 前日 ４

ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ顆粒水和剤 3000 前日 ３

立枯病 ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤 1000･3 ㍑/m2 ７日 １

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝ M 水和剤 1000 収穫開始 7 日 ５

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ ノーモルト乳剤 2000 前日 ２

カスケード乳剤 4000 前日 ２

アファーム乳剤 2000 前日 ２

プレオフロアブル 1000 前日 ２

コテツフロアブル 2000 前日 ２

ﾌﾟﾚﾊﾞｿﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 5 ２０００ 前日 ３

ディアナＳＣ 2500～5000 前日 ２

ベネビア OD 4000 前日 ３

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 モスピラン顆粒水溶剤 4000 前日 ２

ダントツ水溶剤 2000～4000 前日 ３

ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ顆粒水和剤 5000 前日 ２

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 5000 前日 ２

ディアナＳＣ 2500～5000 前日 ２

ハチハチフロアブル 1000 前日 ２

コルト顆粒水和剤 4000 前日 ３

ウララＤＦ 2000 前日 ３

モベントフロアブル 2000 前日 ３

ベネビア OD 2000 前日 ３

ﾘｰﾌｶﾞｰﾄﾞ顆粒水和剤 1500 前日 ２

ﾌｧｲﾝｾｰﾌﾞﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 前日 ２

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 モスピラン顆粒水溶剤 4000 前日 ２

ウララＤＦ 2000 前日 ３

アーデント水和剤 1000 前日 ２

ハダニ類 コテツフロアブル 2000 前日 ２

コロマイト乳剤 1000 前日 ２

マイトコーネﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1000 前日 １

スターマイトﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 前日 １

ダニコングﾌﾛｱﾌﾞﾙ 2000 前日 ２

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ アーデント水和剤 1000 前日 ２

ナメクジ スラゴ粒剤 １～５ｇ/㎡ 発生時 －

注）ｺｻｲﾄﾞ 3000 は、汚れ防止のためｽｶｯｼｭ 2,000 倍を加用し、薬害防止のため、使用

回数は連続２回以内とし近接散布しない。

ｱﾐｽﾀｰ 20 ﾌﾛｱﾌﾞﾙ、ｽﾄﾛﾋﾞｰﾌﾛｱﾌﾞﾙは、散布液が乾きにくい条件下では薬害を

生じる恐れがあるので、夕方や降雨直前・直後には散布しない。また、展着剤の

加用、他剤および葉面散布との混用を避ける。

月 旬 主 要 作 業
３ 年 目 以 降

作   業   の   要   点

１

上 × 全刈り

バーナー焼却

冬肥施用

灌 水

保温開始

●収穫開始

   灌 水

   温度管理

   灌 水

   立茎開始

   礼肥施用

  

農薬散布

誘  引

   

  黄色蛍光灯

  点灯開始

整  枝

追 肥

   下温対策

   

   灌 水

   台風対策

   農薬散布
  （ﾖﾄｳﾑｼ類）

   農薬散布
   （褐斑病）

●収穫終了

ビニール開放

黄色蛍光灯

点灯終了

× 全刈り

   ﾊﾞｰﾅｰ焼却

   茎枯病予防

   冬肥施用
   除草剤散布

・保温開始前に十分灌水しておく｡

・土壌分析結果に基づき冬肥施用を行う。

・二重カーテン（または９尺トンネル）を必ず設置する｡

・２月１０日以降に保温を開始する。

・すきま風対策を実施し、保温性を高める。

・萌芽揃いまで換気しない。萌芽後、日中３０℃以上になれ

ば換気し夜間は密閉する。

・収穫期間中は適宜灌水する(必ず晴天日の午前中に３～４

日おきに行い、畦表面の湿度を保つ)。

・３月以降は２５℃で換気し、夜間は保温に努める。

・萌芽茎が２７～２８ｃｍになれば地際部から切り取る。

・立茎時期の目安

＊３年目以降･･･４月中旬～４月下旬

＊春どり収穫開始４０～５０日頃に立茎を始める。

＊株の勢いが弱い部分は早めに立茎する。

＊強勢株や立茎が早く揃った株などは引き続き収穫する。

・立茎開始時より、褐斑病、スリップスの防除体系に従って

農薬散布を行う。

○立茎の方法

(1)細めのＬ級（茎の太さ１１～１２mm）の太さで勢いの良

い揃ったものを１０本/ｍ程度立茎する。病害虫の被害が

認められた場合のみ新しい茎に更新する。

(2)立茎はこぶし大（約10cm）以上離れた場所のものを残す

(１芽１本)。

○黄色蛍光灯点灯

・６月よりヤガ類飛来防止として黄色灯の点灯を開始する。

目安としては、暦の日の入り１時間前～日の出３０分後と

する。

○追肥・発根促進剤施用

・６月中旬より液肥を施用する（Ｎ成分で１.５ｋｇ／１０

ａ・回、月２回）。併せて、発根促進剤を月１～２回施用

する。また、７月にＬＰコート１００日タイプを３０ｋｇ

／１０ａ施用する。

○整枝、誘引

(1)倒伏防止を徹底する（２段誘引）。

(2)親茎先端の葉が展開し始めた頃に120～150cmの高さ

で摘芯する。摘心高はハウスの大きさ等により調整す

る。また、50～70cm以下の下枝、ひこばえは除去する。

(3)上位節から発生する二次分枝、三次分枝は８月中旬まで

下位節からの二次分枝は９月末まで全て除去する。
・適宜灌水して畦の表面が乾かないようにする。目安として
５ｔ／５日、夏場は５ｔ/２日程度の灌水を行う。

○下温対策の徹底

・ハウス換気の徹底、クレフノンや寒冷紗による遮光を図り、

ハウス内温度が上がらないようにする。

・外張りビニール張替の際は、夏季の昇温抑制効果のある

光散乱フィルムを検討する。

◎夏場は、強い雨が降込む時を除いて雨除けを行う感覚で妻
面や谷部、サイドビニールを十分開放する(夜間も開放)。

◎夏芽どりの注意点
(1)収穫は萌芽茎が２７～２８ｃｍになった時、太さにかか

わらず、地際より全部収穫する。
(2)高温期で若茎の伸びが速いので、最盛期は早朝、夕方の

２回収穫する。

・収穫終了後はビニールを開放し冷気にさらす。

・乾燥させないため、灌水はこまめに継続する。

（１１～１２月は７～１０日に１回は灌水する。株養成に

おいて水分は必要）

・茎葉の黄化が遅い圃場は、ホスプラス1,000倍液を茎葉全

体に散布する（１１月中旬から７～１０日おきに２，３

回）。

・茎葉が十分に黄化した頃、地際部より刈取り、バーナーで

圃場全面を焼却する。焼却後、トリフミン水和剤1,000倍液

を株元に３㍑／m
2
灌注する。

・冬肥、堆肥を畦上に施用する

・萌芽開始までに除草剤を土壌全面に処理する。
（センコル水和剤１５０ｇ／１０ａ、水１００ﾘｯﾄﾙ）
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